
ϝ
σ
ỹ
Χ
ϧ
ੜ

ֶ

#iPlPHical Science　77 

3/"ࢠҩՊֶ研究室
https://bsw�.naist.jp/okamVra/
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研究内容
3/"子ҩՊֶࣨڀݚͰɺෳࡶͳҨ子ൃ͕ߏػݱͲͷΑ͏ʹͯ͠ܗ͞Ε͍ͯ ɺͯڥੜମͷ
ঢ়گʹͲͷΑ͏ʹରԠ͍ͯ͠Δ͔Λཧղ͢Δ͜ͱΛඪʹ͠ ɺͯಛʹNiDSo3/"ͳͲͷ3/"子Λ介
ͨ͠Ҩ子੍ߏػޚʹͯ͠ڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢正ৗͳঢ়ଶͰͷҨ子ൃޚ੍ݱͷߏػΛཧղ͠ɺ
ͦͷഁ͕Ͳ͏͕࣬ܨʹױΔ͔Λ子ϨϕϧͰཧղ͢ΔͨΊͷॏཁͳڀݚ野Ͱ ɻ͢ڀݚख๏ͱͯ͠
ɺ子ੜֶతղੳ（次ੈγʔΫΤϯεిؾӭಈ）Λ༻͍ͨҨ子ൃݱղੳɺϞσϧੜ（ಈ
ഓཆࡉ๔ɺγϣδϣόΤɺϚεͳͲ）Λ༻͍ͨҨֶతղੳɺ·ͨσʔλϕʔε্ʹެ։͞Ε
͍ͯΔγʔΫΤϯεσʔλΛؚΉ大ྔήϊϛΫεσʔλΛ༻ֶ͍ͨతղੳΛ行ͬͯ ͍·͢	ਤ 
̍ɻओʹ
ҎԼͷ野ͷڀݚΛൃ׆ʹ行ͬͯ ͍· ɻ͢

Ni3/"ൃߏػޚ੍ݱ
ۙͷڀݚͰɺ白࣭ίʔσΟϯάҨ子సࣸϨϕϧͷଞɺసࣸޙϨϕϧͰൃݱௐઅΛड͚͍ͯ
Δ͜ͱ͕Θ͔ͬͯ དྷ·ͨ͠ɻNi3/"ͷൃݱಉ༷ʹస͓ࣸΑͼసࣸޙϨϕϧͰ੍͞ޚΕ͍ͯΔͣͰ

ɻ͢Ni3/"ͷൃݱҟৗ࣬ױ織Ͱଟ͘ݟΒΕɺ子ߏػͷཧղ͕͕ٸΕ· ɻͪͨ͢ࢲͷࣨڀݚͰ
健ৗw࣬ױ織ͰͷNi3/"ൃޚ੍ݱΛήϊϛΫεੜԽֶతख๏Ͱ͠ڀݚɺͦΕΒ子ߏػͷੜֶ
తҙٛΛࡉ๔wݸମϨϕϧͰݕ౼͠· ɻ͢

Ni3/"ੜ合ܦ࿏ͷଟ༷ੑ
࿏Λ༻͍ͯ作ΒΕΔܦ࿏ͷଞʹN3/"εϓϥΠγϯάϦϘιʔϜ3/"ੜ合ܦతͳNi3/"ੜ合ܕΒɺయ͔ڀݚͷۙ࠷ͷͪͨࢲ
Ni3/"ͷଘ͕ࡏ明Β͔ʹͳΓ·ͨ͠ɻ͜ΕΒͷ݁Ռɺछʑͷ3/"ϓϩηογϯά͕ߏػҙ֎ͳܗͰҨ子ൃدʹޚ੍ݱ༩ͯ͠ ͍Δ
͜ͱΛࣔࠦͯ͠ ͓Γɺͦͷ子ߏػͷղੳΛ行͏ͱͱʹɺ͜ΕΒͷ子ߏػͷੜֶతҙٛΛղ明ͯ͠ ͍͖· ɻ͢

小子3/"ੜ合ܦ࿏ͷਐԽ
ଟ༷ͳ小子3/"ੜ合ܦ࿏ͷൃݟͷաఔͰɺಛఆͷੜछͷΈʹଘ͢ࡏΔ小子3/"ੜ合ܦ࿏͔ͭݟΓ·ͨ͠ɻ͜ΕΒͷػ
͍ͯ͠ΔΑ͏Ͱػͱͯ͠ߏػ໔Ӹߏ ɻ͢ੜछؒͰͷ小子3/"ੜ合ܦ࿏ͷଟ༷ੑΛௐΔͨΊʹɺͪͨࢲछʑͷੜछͷ
αϯϓϧ͔Β小子3/"ͷಉఆͱ子ߏػղੳΛ行ͳͬͯ ͍· ɻ͢৽ͨͳ小子3/"ܦ࿏ͷൃݟͱͦͷԠ༻ʹΑΓࡏݱͷC3*S13
ΔΑ͏ͳ৽ͨͳख๏Λ։ൃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔͠Ε·ͤΜɻ͢ব๏Λิׯ"/3

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
  <̍ > ;hoV and Lim et al. (����) eLiGe �:e�����
  <̎> (oh and OkamVra (����).ethods .ol Biol.  ����:��-��
  <̏> Lim and NH et al. (����) Cell 3eports �� (�) ����r����
  <̐> Chak et al. (����)3NA��(�): ���-���
  <̑> 1ek and OkamVra (����) 8I3Es 3NA(�):���-��
  <̒> Chak and OkamVra (����) 'rontiers in (enetiDs �:���
  <̓> OkamVra et al. (����) (enes � DeW��(�):���-��
  <̔> OkamVra et al. (����) .oleDVlar Cell.  ��(�): ���-��.
  <̕> OkamVra et al. (����) NatVre ���(����): ���-�
<̍̌ > OkamVra et al. (����) Cell���(�): ��-���

研究を始めるのに必要な知識・能力
　จষのಡ解力が重要になります。またઐ門的で最新の知識を得るには、ӳޠでॻかれている情報ݯにཔらざるを得ません。ӳޠで
の情報ऩूにૣくから׳れておくことをקめます。分子生物学の基礎知識があるとྑいですが、研究室配属後に学なけれいけない
ことが多いので、はじめに持っている知識ྔよりも、配属後にどれだけのྔの情報を理解しফ化していけるかが重要です。　

研究室の指導方針
　研究室配属当ॳは設ఆされた実験課題をスタッフによる実験のࢦಋのもと行ってもらいます。能力に応じてঃ々に研究ܭ画の設ఆか
ら実験݁Ռのߟまで独立に行͑るようにࢦಋします。ִिで実験の進ঢ়گの報ࠂ、また�-� ϲ݄に一度ఔ度、ラϘミーティンάで
の発දを行ってもらいます。研究室配属された日から、個々の学生は、໘する問題wٙ問の解決に自ら取り組んでいく一ਓのh 研究者ʱ
です。どれだけたくさんの知識を持っているかでなく、持っている知識をって問題の解決にどれだけݙߩできるかを常に͑ߟる必要が
あります。

この研究で身につく能力
　ത࢜લظ課ఔの学生は大ྔシークΤンスや電ؾӭ動を含む分子生物学実験を通してそのݪ理を深く理解し、実験݁Ռからどのよう
な情報を得ることができるかを学Ϳことができます。ത࢜後ظ課ఔでは、生物学的ٙ問を解決するҝにこれらの技術をどのようにう
かܭ画して݁Ռを解ऍすることができるようになってもらいます。また論จw学会での発දのҝのޮՌ的なプϨθンテーションの技術
を学ͼます。個々の力（問題解決のҝにଥڠせずに解決法を୳る）にൺྫして、論理的ߟࢥや問題解決能力が得られます。ҹ物や
インターωットからどのような情報を得ることができるか、どのようなঢ়گで研究室内֎のਓのڠ力を得るきか、దなஅをԼすこ
とができる能力は研究Ҏ֎でも必ずに立ち、पғに信པされるਓ材となるҝの基礎になるとࢥいます。

修了生の活躍の場
　新しい研究室なのでमྃ生はまだいませんが、ΞカデミΞでの研究者の΄か、ಛにόイオメディカϧ分野（製ༀw৯品会社など）で活
躍するਓ材がҭつようظしています。

（写真左から）
教授：Ԭଜ　উ༑ okamVrak@bs.naist.jp
ॿ教：ౡ本　྿ renshimamoto@bs.naist.jp

Ҩࢠ発現੍ޚをଟ໘తにཧղしɺͦのҟৗ͕පؾにͭな͕るಾをղ͘。
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